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　There is the element by places such as the history, climate, the working of the person in the town.But I 
feel homogeneity in the town made by redevelopment.I emphasize the characteristic of the town and 
plan the breakaway from the homogenized town.
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　武蔵小杉駅周辺地区は、政令指定都市である川崎の
第 3 都心として位置づけ、再開発が活発に行われてい
る。時代の流れと交通網の利便性の良さから用地転用
が行われ、強引な街区整理を行いつつ最終的には 13
棟程の超高層建築群となる。近年、工業地帯などの用
地転用や新都市基盤整備事業などにより、様々な場所
での都市再開発が行われているが、その殆どの街並み
に既視感を覚える。まだ再開発自体は終わっていない
が、武蔵小杉も既にその既視感を覚える街になったよ
うに感じ、街づくりに対する疑問を感じる。マーケティ
ング論でつくられた街は利便性・容易な管理・安いコ
ストなどの長所はあるが、既視感を覚え、人の営みを
感じさせない街並みには豊かさを感じられない。その
ような再開発が行われた地域において固有性のある街
をつくることを目指す。
2．研究概要
　マーケティング論によってつくられる、均質化され
た、既視感を覚える街。
現在、都心部などの地価の高い街では利潤を求めるた
めに、延べ床面積が確保される建物の高層化が多く見
受けられる。このようなマーケティング論を主軸とし
た街づくりは利便性・安全性などが追及されており、
全ての人に対応できる型によって構成されている。そ
のため、日本全国に存在する再開発が行われた街は均
質的になり、何処の街に住んでも生活の質が同じなこ
とから、人々の街に対する帰属意識というものが希薄
化してきているように感じる。街の歴史や風土などの
特徴を表層化し、活動している人々の営みを街に溢れ
出すことによって街への帰属意識が生まれるのではな
いだろうか。
本研究では、均質化された街の歴史、風土、人の営み
など、 場所場所による要素を顕在化させることで街
で、街の人々の帰属意識を形成することを目的とし、
豊かな街の在り方を提案する。
3. 敷地
　江戸時代に 14 年の歳月をかけて完成した神奈川県
下で最も古い人工用水路である二ヶ領用水。農業用水
として多摩川から水を引いて造られ、かつては農業を
支え、現在では工業用水などに用いられるとともに、
近隣住民の憩いの場となっている。昔は街全体に水路
が張り巡らされており、現在では殆どが暗渠・埋設化
してしまっているが、街区によって表層化され、街を
形づくる要因となっている。街全体には今も尚、多く
の暗渠が残されている。暗渠部分は蓋であるため他の
道路とは異なる素材や色などの特徴があり、街を普通
に歩いていても暗渠部分を感じることが出来る。
0. はじめに
図 1　昔の水田風景 図 2　現在の暗渠
現在では水が流れていない場所が殆どだが、今回の計
画では多摩川からの取水量を増やし、現存している暗
渠にも水が行き渡るように計画する。
　水は流動的であり、一本の流れではなく主要流路か
ら分岐する流路や合流する流路などがある。水路が分
岐・合流する際に本流から緩やかに離れていくことが
多いことから、 鋭角な陸地や島のような部分が出来
る。中原区も二ヶ領用水による水路が現在の街区を形
成していることから、鋭角な形状の街区や小さな島の
ような街区が存在する。
そのような部分は建物などの建造もしにくいためか、
植林されている場所や駐車場・空き地などになってい
ることが多い。その活用されていない場所を顕在化す
ることで水系の街を取り戻す。
4. 設計
　時代の変容があっても残っている結節地を顕在化さ
せることによって、中原区ならではの都市像を生み出
す。
結節地を顕在化させるには 64 ある場所の特徴を最大
限活用するべきではないだろうか。多数の敷地が点在
することからそれぞれの「共通点」と「相違点」を強
調することで結節地を最大限顕在化できるのではない
かと考えた。
顕在化させる設計手法として、大きく二つの操作を行
う。一つは敷地への直接的なアプローチによる「共通
点」の強調。もう一つは建築を通すことで結節地の「相
違点」を強調し、敷地一つ一つの特徴を際立たせる。
　結節地の「共通点」として水路との隣接が挙げられ
る。この水路から水を引き込み、面としての水場をつ
くる。 中原区は昔二ヶ領用水で水田や作物を育てた
り、子供が赤いふんどし一丁で泳いでいたりと、二ヶ
領用水自体が生活の一部であり、それを活用している
風景が街に溢れていた。しかし、そのような風景は水
の減少によって失われてきた。そこで今回、水路を復
活させるとともに面としての親水空間をつくり出し、
人の溜まれる空間をつくることで、この街ならではの
水と密着した風景を取り戻すことできるのではないか
と考えた。
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